









性透過散乱分布関数（BTDF: Bidirectional Transmittance Distribution Function）に着目した CG 表
現を行っている．これまでに BTDF の測定を行い，Henyey-Greenstein 関数を用いた BTDF 近似モデ









最初に図 1 に示す BRDF 測定装置 OGM-3 を拡大撮影用に拡張し，BTF データの獲得と BRDF および
BTDF の測定を行った．測定条件としてカメラ角と試料角を固定し，ライトのみを移動させた BTF デ
ータを OGM-3 から獲得した．  
         




       
図 2：織布の概観と OGM-3 によって獲得した BTF データ 
 
本研究では，平織りの織布（図 3）の構造を図 4，5 で示すように縦糸・横糸の上下，太さ，間隔，傾
きの 4 つのパラメータからなると仮定し，また，糸の撚り構造は撚りの周期と向きの 2 つのパラメータ
を設定し，それらを獲得した BTF データから推定した．この時，糸の断面は楕円と仮定する(図 6)． 
 
      
図 3：平織り      図 4：織布の構造         図 5：糸の傾き 
           
(a) 撚りの向きと周期                     (b) 糸の断面 
図 6：撚糸の 3D モデル 
 
図 7に示すBTFデータ解析アルゴリズムを用いて織布における織り構造および撚り構造のパラメータ
を算出し，3 次元に復元した（図 8）． 
   
図 7：BTF データ解析アルゴリズム        図 8：復元した織り構造と撚り構造 
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